
Arch. Jap. Chir. 38 ( 6 1, 825～出3l¥’円＼＇. 1969 

ネコ中枢神経系電気活動に及ぼすエーテルの影響
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by 
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The effects of ether inhalation on the CNS activities were studied in cats with chronic 

brain electrodes. Ether inhalation induced biphasic action on the CNS, i.e., during stages 

I, II, III and IV, EEG showed a gradual flattening and then hypersynchronous seizures 

appeared in the rhinencephalic structures which propagated to the neocortex. The mid-

brain reticular formation was not involved by the seizure. The reticular l¥IUA (multiple 

unit activity) showed only a gradual decrease. However, the MUA of the rhinencephalic 

structures and the sensorimotor cortex decreased initially and then (they) showed an abrupt 

and explosive increase when the EEG seizure appeared in these brain areas. 

緒 日

Fi:t枢神経系の活動水準は昏昨［！と主主僚を両極とする直

線上を連続的lζ変化するものであり，中継興奮剤と抑

制剤は中枢神経系の被刺激性をこの直線［ζ沿って明滅

させるものであるとされて居る（Goodman and Gil-

man, (1965))1＞，麻酔剤は中枢抑制剤の代表的なもの

であり，且つ最も強力なものである.Etsten and Him-

wich, I 19~6 ;2＞は Jackson(1898)3＞の脳病理から導出

した水平層構造論（Livingstonet al., (195~）りを応用

して麻酔状態を皮質から漸次皮質下lと到る；町、：ll'J，且

つ可逆性の単純な抑制機転であると説明した.French 

et al.. (]CJ:)'.1 ）~＞は Moruzzi and Magoun (1919 >6＞の提

唱した意識維持の座としての中脳網様休が麻酔剤の

作用を受ける必白であると考え， 1:j:1脳網機体lζ於ける

末梢神経刺激による誘発氾／1＇（がl林昨剤lζより可逆的［ζ

抑制される~.]ITを確認している．とれらの研究は麻酔庁lj

が全て一方的，即ち単純な抑制作用のみを中枢lζ与え

る事を示したものである．

Rossi and Zirondoli (1955〕7）は Bremer(1937)8lの報

告したエーテル吸入開始の初期にみられる皮質脳波の

脱同期現象が少量のエーテルによる中脳網様休の興桁

に原因すると言う可能性を示した.Schhlag and Brand 

(1958)9＞は22個の中脳網傑休神経細胞を誘導し， Rossi

and Zirondoli < 195；，川の提唱した少量のエーテルの興

Mfr用を検討したが明確な解答を得るには到らなかっ

た．これらの研究は Goodmanand Gilman (191i.))llの

一次元的概念lζ或る干＇，＇度の疑問を提供するものではあ

るが一般の大勢は r:j~枢抑制剤は一方向的に抑制作用を

攻［ますとするものである．

近年 Arduiniand Pinnen(1962)10＞~とより或程度多数

の神経細胞集団の活動の総和 （multipleunit acti¥'it、｝
(MU . .＼）を比較的容易に計量する事が可能となり，

Winters et aJ.rn, :¥lori et aJ.12）は覚醒と睡眠及び麻酔
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状態lζ於ける中附網様休の神経細胞の活動水準を，比 れ，そのままエーテルの吸入を行なったものがある．

較的定2的lζ測定する事を報告した． l例では．動WR圧測定用の股動脈カテーテルより動脈

本論文はこれらと同様の方法を用いて，汲も古典的 血を採取し，ヵスクロマトグラフにより血中エーテJレ

中枢抑制剤とされているエーテルの川 iH~神経作用の研 濃度を測定した（現山口医大助教授奥田佳郎博士が狽lj

究を行なったものである．即ち中脳網儀作，皮質運動 定、． エーテル吸入lζ先立ち全実験て，対照として生

山，背側海応，扇挑核の神経細胞の活動が，エーテノレ 理的な覚醒状態と鹿股の各相を脳波と MU主で検討

の吸入』とよりどの様な変化を蒙る；＇，，，果して一方的な し， 椛物の作用と生理状態を比較した．

単純な抑制作用のみであるかを検討し， Goodmanand 一部の実験で中町通網機体刺激効果を検討したが，刺

Gilman 1 J'J():,11＞の一次元的概念の妥当性を検，l:]"した 激のパラメーターは0.1m.州，300cps, 1～日voltを

ものである． 用し》！＝.

方 法

8匹の成熟猫（2.5kg～'1.0kg）を用い，総計33回（無

'I中rW対照、実験のみ20回，エーテル吸入実験13回）の実

験を行なった． 実験は全て慢性ru優他込み猫を用い
竺.j＇立気活動の誘導部位は，巾脳網様｛本 （A・2～ー1,
L・2～」，H-1～3）.背側海馬（λ 2. L : 7. >, 
H: 7. 5）.扇桃核 IA : 10, L : 11, H -7 .視床正

r1:1核 1λ ：7, L : 3, H : 0）であり， 乙の他眼球運

動，頚f筋々 'ilil、z
エチレンチユ一ブを挿入し，ストレインゲージにより

直記〕も記録した．

使用した悩板は先端の切断端のみ剣雌したエボキシ

樹脂による絶縁を施した径0.2mmステンレス線を0.ユ～

I mm関l凶で平行lζ並べたものを用いた．乙のf色村，J＼から

脳波（低周波特性はH寺定数0.lf久 i高周波特性は70cps 

まで平J円） と multipleunit activit_,. 1 Ml! . .＼）を同時lζ

記録した．

MUA導出用の噌巾器は Peakfrequency n110Cl':-i. 

店（）（）（、I'Sと2500CPSで3dbの特製高周波用フィ Jレターを

用LA，ζの出力を平均積分回路lζ導き直流化したもの

の直前ill圧の変動で検討した．平均化的分回路は上昇

及び下降のn1定数50msec.を用L，・・：.入／JiこどりK!lO.Jダ

ミー抵抗を接続し，それより全記録回路のノイズを推

定し， 信号／雑音比が2以下のものは却下した．

エーテルの吸入は純酸素との混合ガスとして投与し

た． 動物は 1）無麻酔lζてカ、ラミン 5～lOmg/kg腹腔

内投与の後，筋力の低下したととろで気管内挿管を行

なへ．人工呼吸下lζエーテルを吸入させた場合〆＼I川 l

et al. I !%SI 113>, 2）フローセン麻・酔i'-5：，気管内野1管

L ，ガラミンJpifl}J化後一 l'tll~＇酔を覚醒させた後エーテ

ル｜及入を行なったもの及び 3J30x30x50cmの；＿1}11)3プ

ラスチッ クII州11'Hii:1:1で脳・，g気活動と行動の変化を観察

しながらエーテノレ吸入を開始し，外科jネl’iで気＇i':(ll:J挿

結 果

λ1脳波像のエーテル吸入による変化

外科深度l乙到るまでの脳波像の変化は，以前lζ報告

された所見 （Dominoand Ueki (1959)14＞，加綴（］リlieI 

15), Winters et al. (1967)16））と大差がないので詳細な

記述は省略すふ．吸入初期の脳波は皮質運動領と中脳

網様休は脱同期を示し，海馬は fl；！／，扇桃1五！i脱周期
波lζ散発的な丹波の重畳を示す謂る覚醒像（arou回l

pattern) ＇と最も近い（象を示している（図 1D). 

運動失調 （ataxia)~乙続いて著明な唾液の分泌，左右

への首振り運動などが現われると皮質運動野ぬ己中脳

網縁体［と3cps前後の律動性f.j：バか，最初はノてースト状

：二，次いで持続的lζ出現する様になる（図 1E）.ζの

律動性徐波は更に麻酔が深くなると再び散発的とな

り， if：：は消失する．次いで皮質運動野は不規則な大

徐波を経て（図 lF）平坦脳波 1'" ielectric pattern）と

なる． ζの閥，扇桃核では幾分周波数の減少のみられ

る事もあり，海馬ではII寺lζ律動Jド1：大｛余波を示す事もあ

るが（図 lE, F）皮質運動野が平坦脳波像を呈する

様になると，これら辺縁系lζは25～30cpsの速波が出

現する．乙の速波！:ti併酔の進行と共lζ振巾を噌大する

（図 lG前半）．この高振巾波 Iln・pe川町hronous wave) 

は麻酔を比較的急速に導入した場合（吸入山！江J:l-'.!11

%）は扇桃核が先行し，おくれて海馬lと出現する事も

あるが， 大ていの場合は海馬lζ先IC出現する． 怠1速に

ζの深度lζi主した場合は扇桃核と海馬ではIii品川｝｛’Lのll'f

閥的ずれでどちらかが先lζ出現する．乙の雨i振巾波（ま

これら辺縁系の両領域で初めは同期性を認めなレか，

次第に振巾を胤大して，料iW.H相を帯ひ。て米ると同期

性が（図 2.J二段）認められる様になり，その頃それま

で平担像を呈していた皮質運動領に，低振巾 (I）~；’中山か．

これら辺縁系の事~i皮と同期して認められる岐になる ．

ζの林波は次約［ζ娠巾を明大し（図 1(; J' 又時lζ振
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到数も増加して全領域lこ同期した発作波 （generalized 実験では発作は認められなかった（表1〕． そのうち

seizure）となる．発作波は常l乙Post川aldepressionで 2例は爾牙の著しい損傷及欠損よりかなりの老令と考

終る〔図 lGードVi:'・時lと発作波一一平担像をなかく えられる．他の2例は夫々 2回の吸入実験をうけてい

( 2～3分〕繰り返すこともある（図2一円＇.J'.1. るが，発作のみられなかった時は共に過去に他の強力

エーテノレ発作の特徴は，発作中， 中脳網様｛本は単に な向神経薬（ 1例はメトラゾールのj;;111:1：・，他はサイ

徐派を示すのみの場合と，まだ＇，：；；＇.気緊張性 lζ誘導して クロプロパンの深麻酔）を経験している．発作波のti:¥
いる可能性も考えられるが低仮巾の赫波の認められる 現しないとれらの例ではエーテル吸入濃度を上昇させ

場合もある（図 2'・ 発作前及び発作中，臨孔は完全 ると辺縁系の需i振巾波は次第に振巾を滅亡，i韮；こは全

lζ散大している．身n；、運動は殆んど認められないが， 誘導が平担像を示すmiζなるが，高振巾波の出現申す

時lζ ）JIJ肢かわっか：ζピクピク動くのを認める事もあ でに胸壁から心持動を触れず，強度の循環系の抑制が

る．大部分の例で第一回の発作波出現時lζ排便と排尿 推定された．発作中の動脈血圧は力、ラミン非動化動物

が認められる.13回のエーテル吸入実験のうち4回の で測定しだか，浅麻酔時（図 1左上段DE閥）120mmHg,

EEG 5E I ZURE AND MUA 以J町NG ETHER ANESTHESIA 

ー竺竺一 一一門川判川'tfff(lfflrfi'(官官附｛欄胴酬T・ijI {1! 1) i（制附時~H~'lr 1t，。Oµv
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図2 エーテルj麻酔時のThf'I'一波

¥1BRF: 1+1脳網様作l]Fi波

この図では皮質と中j悩網日付、の両行vJ¥IU. :'I..の相違を示しである．

｜「じこの図は深麻酔H守のmz回目の発作であるが，第1回目（例えば図 1）と異り，全誘導が殆ん
ど平丘l例代をづ1 ところから始っている．発f'f'lC｛、ド＼"'<:'C(OJ:-,1. U.λ．は阪大にまで増大するか， 中脳網
様（！、M.U.主．は殆んど増大しない．脳波上もf'ji脳網後件；では比較的低振巾の＇f;l!il／を認める心みである．
下段 I：段の30秒後のもので，発作と平坦脳波を繰り返している．この隊な発作波が続くと，発作中
しlム＇l1¥1Uλ．の増大口市i次防止少して1；~ （上段と比較）．一種の Statusepilepticusの状態である．
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発作＂＇ ＇＇（図 1左上段GS閲） 70mmHgと40mmHgの間に

あった．動脈血中エーテル澱皮はζの動物では発作中

l聞の採血を行ない，それを3つのサンプルに分けて

測定し， 夫々 ：！78旧日り， 269mg弘 289mg%であった．

B) Multipe unit activity I MU  A I lζ対する作用

1) 中脳網縁体

エーテル吸入開始により時iζ一過性 （約30秒） Iζ 

MUAの噌大を認める事もあるが，それは吸入開始時

点lζ於ける MUAのレベルによって異る．即ちカ‘ラミ

ン ~I＇動化ネコは脳波上覚醒像（脱同期波）を示す事も

あれば，まどろみの状態（同期波〉を示す1'{もあるか

らであるIOkuma et al. (1964〕l7J, Mori et al. I 1965)) 

13）.律動性徐波の出現までは無麻酔対照、の逆説睡眠時

の緊張性活動水準（tonicなlevel）を100%とすると，

略100～60%の聞に存在する． 皮質運動野脳波が平担

化した深度では更に減少して略40%の値を示してい

る． ζの様lζ中脳網様体 MUAが次第に減少して来る

とき，その変動の巾も減少し，その値は覚醒時を100

%としたII]（註）発作波出現直前の値は略30%に減少

している．発作中の中脳網様休 MUAは逆説隈眠時の

20-10°6の聞に在り，発作ド！1MUAの増大する事もあ

るが，それは極めて軽度であり，その値は2～5%程

度IC過ぎない．発作の出現しない例では MUAは20%

以下となり非可逆性となる．

2〕 その他の領域（図 3)

皮質運動野，扇桃核，背側海馬では中脳網縁体より

も浅い麻酔深度ですでにより強い抑制作用をζうむっ

ている． 即ち高振巾波が辺縁系の脳波IC認められる

時，中脳網綴体 MUAが逆説睡眠の40%以上を宝して

いたものが，これらの皮質系では乙の時殆んど記録計

の雑音レベルlとまで下降している．然るに高振巾波が

糠波の様相を呈するようになると MUAはその領域で

パースト状lζ発火を増大し，発作波を呈するH寺，その

個々の称波lζ同期して著るしく発火を焔大し，その値

は200%或はそれ以上lζ達する． P回tictaldepression 

では MUAはζれら諸領域で再び記録音｜の雑音レベル

IC復帰している．

（註） 変動の巾の対象を乙の時覚醒時にとってある

理由は，逆説睡眠時は緊張性活動の上lζ相同性の賦活

があり，そのため変動値が異常に大きい理由による．

C）中脳網犠体刺激の効果

「↓1脳網版（,j,:,・::j制度刺激の効果は，対照の無麻酔自然

瞬眠中は 2voltで徐波暖眠より， 5voltで逆説睡眠よ

り覚醒している．エーテル麻酔時は，浅麻酔H寺，即ち

律動性徐波がl支質運動野lζ散発的lζ認められる閣は，

-1 voltで持続的（約30秒）な脱同期化を示し，乙のffJ

限震と臨孔i故大をやドう， 6 voltでは刺激の関lζ刺激側

lζ頚をねじ曲げる反応がみられるが，辺縁系［ζ；：＇：j:/IJX巾

波が出現し始めると 8voltでも脳波及び行動lこ全く反

応を示さなくなる.MUAの変化は刺激中は刺激のア

ーチファ クトのため実際の値は不明である．従って刺

激終了直後の変化 I;1fter effect）を検討した．

MUAは上記の行動と脳波の変化lζ対応した態度を

示している． 浅麻酔l時は刺激による覚醒反応、と共に

MUA は増大し，深麻酔川，即ち辺縁系の~＇：j振巾波j悶

及び発作中では MUAtζも刺激による発火の増大反応

は全く認められない．

考 長冨
J宮、

Gueddel (1937)18）はヒトでエーテル麻酔の時の深江！：＇.

を生体の刺激lζ対する反Li.、n，陸孔，呼吸，循環系の
抑制度との相関で表現した． Faulconer and Bikford 

(1960 1 1~ ＞はヒトでエーテル麻酔H寺の脳波像の変化を追

求し，脳波像と動脈血中エーテル濃度が密接に相関す

る習を報告している． 更に Gallaet al, (1958)20）は麻

酔深度を判定する徴候として生体の刺激に対する反応

性の変化が最適であると考え，乙の反応性の変化と脳

波像の変化との間lζ信頼性の高い相関々係の存在する

事を報告した．イヌにおいて Domin"and Ueki1 1959) 

14）ネコで加藤 (1962)15＞は エーテルその他の全身麻酔

剤の大脱皮質及び辺縁系の脳波像に対する影併を報告

している．吾々の今回報告した所見は皮質運動野脳波

が平担化する麻酔深度までは上記のヒト．イヌ，ネコ

lζ於ける報告と本質的には一致するιのであった．
Schlag and Brand 1 1958, 9Jは中脳網低件でに！閤の神

経細胞活動を記録し，エーテル吸入により，その自発

性発火の抑制される ζと｛但し中には発火頻度の増大

したものも不変のものも認めている〕及び末梢刺激に

よる誘発々火が，自発発火の抑制よりも更に強力に抑

制される事を報告し，French et al, (1953ノ引の7 クロ

電板による麻酔理論を細胞単I•~でも確認している．

Muri et al, (1968)12）は更に多数の神経細胞集団（細胞

の実数は不明）で Schlagand Brand 〔1958)9＞の小数

ノイロンからの見解lζ確証を与えている．上述の諸家

の研究は麻酔深度としては皮質運動野脳波が平担像を

示すまでの比較的浅い麻僻状態のものである．中脳網

織体以外の領域を検索してみると，皮質運動野，属桃

核，背似lj海馬lC於いても，神経細胞の自発活動の抑制
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図3 海馬発作中の M U.λ．の i:j~脳との比較

B ,;i;i似内いになると海馬では M.U.λ．は Tonicに著明lζ減少するが称波l乙一致し
て Phasiclζ増大する.i:j:1脳ではこの深さになってもまだ noiselevelまでは減少してい
ない. Bで注認する点は脳波上は区別のつかない林政てあっても．MP主ーか〈とれ：こす
行してi曽大する時としない時があり， 脳波がn.1.気緊張的によりi送方のものをも，誘導す
るのに反しMu.主ではm販の根く近くの＇illIi~変動しか 誘将していない事を示してい
る．

のみられる事が判つナ：．その抑制のされ方は，中！脳網

iJ （ ~ ： ＇. :ifr＇.＇.’、て．これら諸領域はより早期に抑制されて

いる．乙の司王は Schlagand Brand ( l 9'it' 1引が皮質運

動野の錐休路細胞 ipnamydal tract neuron〕及ひその

C1レベルでみた錐体路1fi!l1'J1！：か．中脳網隊（本よりもはる

かに早期lζ，米fニ lli<\11~：活動の存在する深度ですでに強

カに抑制されると青う所見と一致するもので1シふ．乙

の段な相fl経細胞活動と脳波活動の解離現象は脳はが時

間経過のながい樹状突起活動によるものであり， かな

らずしも細胞の発火を必要としない事によると思われ

る．更に l'v},•nmi I 19：）い ~Ilも個々の細胞活動が全く

奥るH寺も互に似た脳波i象を呈する可能性のある事を示
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している．

深麻酔でみられた辺縁系に始って山r'l;'Ji動野にも波

及する大発作波については，これまで全く報告されて

いない．辺縁系l乙於ける丙振巾波（hypersyr:chrony）に

ついては，エーテル吸入初期では11寺実 (195引の報告

があり，ぽl麻酔lζ於いては Dominoand Ueki (1959) 

14）及び加藤（E河口115）の報告がある.Domino and Ueki 

(1959) 14）はこれを“Seizurelike acti¥'ity、と呼んでいる

が，彼等も又加藤も共lζ ド（子、tictaldepressionは認めて

おらず， 「発作波」と言う事l乙対してはいずれも否定

的である．吾々の所見では，動物の全身状態が悪く，

早期lζ著明な循環系の抑制を起乙した例では彼等の場

合と同依，皮質運動野lζ波及したり， Postictaldepres-

sionを示すことなく， そのまま振巾を減じて平担脳

波へと移行した．吾々の所見との相違は Dominoand 

Ueki r1%9114＞では動物の種属の差とも考えられるが，

加藤 11%2Jl5）は急性条件下の実験のため， 猫の全身

状態が不良で，発作波の発生するエーテルの血中濃度

IC循環系が耐え得なかったものと推察される．吾々の

所見では，皮質運動野にもこの高振巾波が波及すると

常lζPostictaldepressionで終り，又神経細胞の発火が

極大に増大した事より明らかに「発作波」であると結

論出来る CJasper and Penf凶d(19日 122）を参照）．発

作lζ伴って体性運動や白律系反応が出現しないのは動

脈血中エーテル濃度カ＞270mg%と言う極端な深麻酔に

よる末梢での抑1~~効果によると思われる．

エーテルによる発作波の発生機序は不明である．麻

酔剤であるフローセン及び、ノリレビツレイトでは，ィ1;i:1刈

酔で海馬lζ散発的な林ィilを認めるが決して発作波には

発展しない IWinters et al. ( 1967) JG>. Mori et al. rl 968) 

エーテル麻酔の特徴は興千百jりJ(Stage II）の存在す

る事である．興資期の脳波には笑気でも同様に認めら

れる~J；であるが， 山口， 皮質下l乙律動性徐波（slow

wave hypersynchrony）か日められる．興奮期は不規則

な呼吸のリスムpl堕液分泌の昂進p随孔散大，血圧上昇，

頻脈なと、で特徴づけられ rGueddel 11937) JBJ r, これ

らの症候群は，伺々の症状を惹起すべき伺有の刺激が

存在しないのに，その反応だけが認められる事から考

えて，一種の自律神経系の幻覚状態（hallucinationof 

the autonomic nervous system）とも解釈し得る状態で

ある．一般にヒトで幻覚休験を誘発する薬剤（笑川，

LSD-25, phencyclidine，メトラゾール）は，ネコでυ

の律動性徐放を誘発するが（Moriet al. (1966)23), 

Winte円 etal. (1967)16>), Adey et al. (1962)24）によ

れば幻覚誘発剤である LSD-25,phenyclidin等による

律動性徐波の出現に一致して T-mazeの選れの条例反

射か1:1t害される ·nより，幻覚と~動性徐立との相関性

が推定されている.Gastaut (1952)25）は視床下部と海

！与が1密接な機能的連継にある事を粕科jl述動発作の症状

より記，，主し， Chapmanet al. I 1 リ5~)26）はヒトlζ方さげる

刺激突験より扇杉防五が循環系及び内臓諸臓器の自律性

機能と浴後な関係にある・Ji，吏lζGreenand Arduini 
095 l )27l, Kawamura et al. (1961)28）らの脳波からみ

た祝床ド部と海馬の機能的並びlζ解剖的連絡の如く，

辺縁系は自律ll l枢と言われるみ川JI＇況と極めて出岐に

連絡している事が知られている．辺縁系がエーテル深

川内しで高振rl111主を生じ，それかl之YT；とも波及して大発

作波となるのは，この燥に浅い麻酔状態で，興奮！切と

して自律神経性幻覚症状が出現する事と関係があると

思われる．即ち浅！科的ll!J：こ於ける自律flli行子幻y.＇＿，ィ笈

麻酔lk'JIζ於ける大発作波はメトラゾールによる初期の

幻覚（aura），極期］の大発作と同列l乙考え得る現象であ

る．エーテルによる発作波が下｜二l脳網隊体lζ波及しない

のは， 下j1脳内の記録部イ立によると言う可能性もある

か，又発作波が中脳を介さす（ζ視床下部からそのまま

皮質に達する芋も考えられる．深麻酔で！｛＇＇脳網様 ｛j；レノ

活動が極度lζ拘j制されて後初めて辺縁系汝ひ皮質lζ発

作波が成立するのは，これら，，白！之買の中脳からの一極

の解放現象と理解される．発作波lζ対してド［＝I脳刺激が

何ら影響を及ほさなかった事は中脳のエーテルによる

極度の抑制のため刺激によっても中脳からこれらは質

へインパルスが到達し得なくなっているためであろ

う． との様な皮質の 1~：1ff悩からの解放現象は Ros" and 

Zilondoli (1955)7Jの示しだエーテル吸入初期の皮質脱

同期lζ対するrp脳網様体の役割と逆の関係にある．

吾々 （土u、1Jii.諸積薬剤により誘発される発作波と中
脳網様休神経活動との相関性を検討した（三谷， 他

(1968)29)',. 発作波を起す薬剤のう尭 phencyclidine,

lidocaine, bemegride, pent、加1etetrazolでは薬物効果の

発現につれて，~，脳網縁体活動はエーテルとは逆に直線

的l乙明大し C，そのまま発作lζ到っている． 4 OH酪

酸 1C;HB)ではrjr)J悩網以｛｛；活動は phasict;被刺激性

Ir白川口＼（＼＇ jは陣害きれないが tonicな活動はエーテル

と同阪に抑制され，その抑制の究極lζ於て発作山か：r', 
現すると言う点でエーテルと類似している事が判る．

発作そのものが興干げを意味するか否かの問題を論じ

なければならない.Goodman and Gilman(1965)1lは先
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l乙述べた如く昏睡と痘箪を両極とする一次元的立場よ

り向和11経主主の作用を分類している.r-/-1枢機能は運動，

思ι記憶等種々のものがあり，生理状態では例えば運
動時lζ於ては運動系は興奮の極にあると考えるべきで

あろう.1j1枢活動の水準はその計測方法の判l;:Jl：とより

異なる値を示す事は十分予知されることである．パル

ビツレイトにより脳波活動が消失した状態を中枢抑制

状態と呼ぶのに異論はないと思われる．同様にエーテ

ル麻酔に於ては，初め皮n.皮質下共に神経細胞の発
火量が減少する事は~1-1枢の抑制された状態と考えてよ

い．この考え方をそのまま適用すればぷIf!酔tC於て皮

質及び辺縁系の発作波と共に神経細胞の発火も極大l乙

増大する事は興奮状態と考えざるを得ないヨ［になる．

この様な議論は現在の神H~1＿；理ザーの如く薬物を興奮剤

と抑制剤l乙分類しようとする場合の事であって，麻酔

状態も発作中も薬物により誘発された単なる非生理的

状態として一括する司王も可能である．

結 語

古典的麻酔庁ljであるエーテルはrc/=t枢に対して二相性

作用を有する引が判明した．即ち浅麻酔から深麻酔に

なるに従って脳波は漸次平担化する．更に麻酔が深く

なると辺縁系lζ始り新皮質にも及ぶ発作波が起る．但

し乙の発作波は中脳網様休lζは波及しない．中脳網様

｛本ノイロンの発火は一方的に下降し，発作波の出現す

る時僅かに上昇するのみである．発作波の出現する他

の領域即ち辺縁系及ゴ新皮質ノイロンは発作波出現ま

では一方向的lζ発火の減少を来すが，発作波の出現に

一致して著るしく増大する．
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